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　予備費使用について、 ８月28日に閣議決定されま
したのでお知らせします。

令和 ８年度国土交通省関係予備費の
使用について

令和 8年 8月28日 大臣官房会計課

国 土 交 通 省 関 係 

予 備 費 使 用 概 要 

（８月 28 日閣議決定） 

令和８年度予備費使用については、令和８年熊本地震の対応として 

１．災害を受けた道路・河川・港湾等について、国が施行する災害復旧事業等（権限代

行を含む）に要する経費 

２．災害を受けた官庁施設について、災害復旧事業に要する経費 

３．応急給水や災害を受けた井戸の被災状況調査・復旧等の支援に要する経費 

４．緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）等による支援に必要な経費 

５．災害を受けた地域において、測地基準点の復旧測量に要する経費 

６．災害を受けた地域において、鉄道事業者が行う代行バスによる代替輸送の運行支援

に要する経費 

７．災害により影響を受けた地域における旅行需要を早期に回復するため、県が行う九

州地方の観光支援等に要する経費 

を計上。 

予備費使用額 ４３８億円 

○災害復旧等 ２８３億円 

〇観光復興に向けた支援 １５５億円 

https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo05_hh_000311.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo05_hh_000311.html
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

道路災害復旧事業

直轄

一般国道３号（熊本県八代市） 11,066 

河川等災害復旧事業

直轄

河川

球磨川水系球磨川（熊本県） 974 

球磨川水系南川（熊本県） 219 

球磨川水系前川（熊本県） 572 

緑川水系緑川（熊本県） 818 

緑川水系浜戸川（熊本県） 324 

緑川水系加勢川（熊本県） 63 

緑川水系御船川（熊本県） 49 

砂防

雲仙・普賢岳（長崎県） 41 

河川事業

直轄

河川維持修繕

球磨川水系（熊本県） 602 

緑川水系（熊本県） 477 

白川水系（熊本県） 84 

ダム事業

直轄

堰堤維持

阿蘇立野ダム（熊本県） 10 

砂防事業

直轄

砂防管理

雲仙・普賢岳（長崎県） 97 

港湾災害復旧事業

直轄

八代港（熊本県八代市） 10,700 

直轄（権限代行事業）

八代港（熊本県八代市） 37 

官庁施設災害復旧事業

直轄

八代港湾合同庁舎 65 

三角港湾合同庁舎 118 
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https://www.bousai.go.jp/pdf/260807_316-1.pdf

「令和八年熊本地震による災害についての激甚災害及びこれに
対し適用すべき措置の指定に関する政令」について

令和 8年 8月 ７日 内閣府政策統括官（防災担当）

　「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に
関する法律」に基づき、別紙のとおり、当該災害を
激甚災害として指定し、併せて当該災害に対する
適用措置を指定する政令が、本日（ ８月 ７ 日（金））
に閣議決定、同日公布・施行されましたので、お知
らせいたします。

１ ．激甚災害の指定
　令和八年熊本地震による災害

２ ．適用措置の指定
【本激】
①　公共土木施設災害復旧事業等に関する特別の財

政援助（法第 ３条、第 ４条）
　公共土木施設の災害復旧事業等について、公共
土木施設災害復旧事業費国庫負担法等の根拠法令
等に基づく通常の国庫補助率を嵩上げ
（過去 ５か年の実績の平均では公共土木施設等は
71％→84％に嵩上げ）

３ ．スケジュール
　 ８月 ７日（金）　閣議決定
　同日　　　　　公布・施行

激甚災害指定により適用される措置の概要①

（第 ３・ ４条）公共土木施設災害復旧事業等

＜通常の災害時の措置＞　（公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法等）
○公共土木施設（河川・海岸・砂防設備・道路・港湾・漁港・水道・下水道・公園等）、公立学校、公営住宅、生活保護・
児童福祉・老人福祉・障害者福祉等の施設の災害復旧事業、都道府県等が行う感染症予防事業、流入した土砂等や浸水
の排除事業等が対象
○公共土木施設災害復旧事業では、復旧費用の自治体の標準税収入に対する割合に応じ、段階的に国庫負担率を嵩上げ
○補助率　　71％（地方負担分への交付税措置を加えると９８．6％）
　　　　　　　　（過去 ５カ年の実績の平均）

＜激甚災害指定時の措置＞
○補助率等を嵩上げ　　71％ ⇒ ８4％（地方負担分への交付税措置を加えると９９．２％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（過去 ５カ年の実績の平均）
　 ※プール計算方式　（個別事業ごとに補助率を嵩上げするのではなく、各事業の地方負担額を合計し、地方公共団体の
　　　　　　　　　　　標準税収入に応じて一部を国が負担）

※激甚災害の措置は、いずれも一定以上の被害が生じた場合に適用され、その程度、範囲等は政令で定める基準に基づく。

（令和八年熊本地震による災害）

https://www.bousai.go.jp/pdf/260807_316-1.pdf
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和８年熊本地震関連

国土交通本省災害査定官を熊本県へ派遣し、
被災した河川・道路等の迅速な復旧を支援します

〜令和 8年熊本地震関連の災害緊急調査を実施〜

令和 8年 8月27日 水管理・国土保全局防災課

　令和 ８年 ７月28日に発生した熊本地震により被災した公共土木施設について、被害状況を迅速か
つ的確に把握するとともに、被災した公共土木施設に対する応急措置や復旧工法等の技術的な助言・
指導を行うため、国土交通本省災害査定官を熊本県に派遣して災害緊急調査を実施します。

※災害緊急調査とは、広域にわたる災害や人的被害が発生している等の特別な災害において、本省から派遣された災害査定
官が、現地における災害時の気象、水理及び被害状況を迅速かつ的確に把握するとともに、被災した公共土木施設に対す
る応急措置及び復旧方針策定の指導を行うものです。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000354.html

【災害緊急調査】
○派遣日程：令和 ８年 ９月 １日（火）
○派 遣 先：熊本県内の河川・道路等
○派 遣 者：国土交通省水管理・国土保全局 防災課
　　　　　　　災害査定官
　　　　　　　　児玉　和大（こだま　かづひろ）

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000354.html
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　令和 ８年熊本地震による災害について、 ８月 ３日に激甚災害（本激）の指定の事前公表が行われ
たことを踏まえ、地方公共団体が行う道路や河川等の公共土木施設の災害査定に要する期間等を大
幅に縮減する「大規模災害時の災害査定の効率化（簡素化）及び事前ルール※」による災害査定の
効率化を適用することとしました。
　あわせて、本日、その内容について地方自治体に通知しましたので、お知らせします。
　これにより、被災自治体における災害復旧事業の災害査定の事務手続きの迅速化が図られること
が期待されます。
※　平成29年１月13日から、大規模災害発生時に被災自治体の災害査定に要する期間等を大幅に縮減する事前ルールとして
設けているものです。（別添参照）

いのちとくらしをまもる 防災減災 令和８年熊本地震関連

令和８年熊本地震により被災した道路・河川等の迅速な復旧を支援
〜大規模災害時の災害査定の効率化（簡素化）及び事前ルールを適用します〜

令和 8年 8月 6日 水管理・国土保全局 防災課
都市局都市安全課、港湾局海岸・防災課

＜対象区域＞
　都 道 府 県：熊本県
　政令指定都市：熊本市
・対象区域は ８月 ３日現在の被害報告件数により
決定しており、上記以外の区域においては必要
に応じ個別に対応します。

＜災害査定の効率化（簡素化）の内容＞
○設計図書の簡素化により早期の災害査定を実施
・既存の地図や航空写真等を活用することで、災
害査定の準備のための現地測量や設計図面の作
成にかかる作業等を縮減し、災害査定の早期実
施を図ります。

○一箇所の工事の取扱い
・工事の工期や発注単位を勘案して被災箇所を統
合又は分割し、災害査定において一箇所の工事
とみなす範囲を決定できるようにすることで、
効率的な災害復旧工事の実施を図ります。

○書面による査定の上限額の引上げ（机上査定の拡
大）により査定に要する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の実施により、現場間の移動時
間や現場対応人員を縮減することで、査定の効
率的な運用と自治体等の負担軽減を図ります。

・書面による査定の上限額を通常の1,000万円未
満から以下の金額に引き上げます。

　　【水管理・国土保全局所管施設※１】
　　　熊本県（2,600万円以下）
　　【都市局所管施設※２】
　　　熊本県（3,000万円以下）
　　　熊本市（1,000万円以下）
　　【港湾局所管施設※３】
　　　熊本県（4,000万円以下）
○現地で決定できる災害復旧事業費の上限額の引上
げにより早期の災害復旧を実施
・現地で決定できる災害復旧事業費の上限額を通
常 ４億円未満から以下の金額に引き上げます。

　　【水管理・国土保全局所管施設】
　　　15億円未満
　　【都市局所管施設】
　　　 ５億円未満
　　【港湾局所管施設】
　　　 ９億円未満
○早期確認型査定による地域の早期復旧
・復旧方法等を検討する前段階で災害査定官等に
よる被災状況の確認や技術的助言を行い手戻り
のない設計につなげることで、「災害査定の申
請」及び「災害復旧工事の着手」の迅速化を図
ります。

　　【水管理・国土保全局所管施設】
　　　熊本県八代市、宇城市、美里町、御船町、
　　　氷川町

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000349.html

※ １ 　河川、海岸（港湾に係るものを除く）、砂防設備、地すべり防止施設、急傾斜値崩壊防止施設、道路、橋梁、水道、下水道
※ ２　公園
※ ３　港湾、海岸

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000349.html
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大大規規模模災災害害時時のの災災害害査査定定のの効効率率化化（（簡簡素素化化））及及びび事事前前ルルーールル化化

【【事事前前ルルーールル化化】】

■対象とする大規模災害（大規模査定方針第二）
○カテゴリーS：激甚災害（本激）に指定又は指定の事前公表がされた災害で、かつ、緊急災害対策本部（政府）が

設置された災害（過去の事例：東日本大震災（H23））
○カテゴリーA：激甚災害（本激）に指定又は指定の事前公表がされた災害

（過去の事例：令和７年８月５日から９月２１日の豪雨及び暴風雨、令和６年能登半島地震（R6）、梅雨前線豪雨等（R5）、
台風第14号、第15号の暴風雨等（R4）、梅雨前線豪雨等（R2）、東日本台風（R元）

■対象区域（大規模災害査定方針第四）
○当該災害における被災箇所数が、都道府県又は指定都市の区域事業主体において、過去五箇年の平均箇所数（激甚災害に係るもの
を除く）を超えた区域

⇒カカテテゴゴリリーーSS・・AAの災害かつ対対象象区区域域の要件を満たした場合、効効率率化化（（簡簡素素化化））のの①①～～④④を実施可能
さらに、以下の条件も満たした場合、⑤⑤早早期期確確認認型型査査定定も実施可能

■被災箇所数（大規模査定方針第十一）
○被災箇所数が市（指定都市を除く）においては60箇所、町においては30箇所、村においては20箇所を超える場合

【【災災害害査査定定のの手手続続ききのの効効率率化化（（簡簡素素化化））のの内内容容】】

①机机上上査査定定限限度度額額のの引引上上げげ（カテゴリーSは申請予定箇所の概ね9割、カテゴリーAは申請予定箇所の概ね７割となる金額まで引き上げる）

（原則：1,000万円未満） （参考：過去の事例 カテゴリーS 5,000万円、カテゴリーA 2,000万円）

： 会議室で書類のみで行う机上査定の対象限度額の引上げにより査定期間を短縮

②採採択択保保留留金金額額のの引引上上げげ（カテゴリーSは採択保留件数の概ね9割、カテゴリーAは採択保留件数の概ね６割となる金額まで引き上げる）
（原則：４億円以上） （参考：過去の事例 カテゴリーS 30億円、カテゴリーA ８億円）

： 現地で決定できる災害復旧事業の金額の引上げにより早期着手が可能

③設設計計書書にに添添付付すするる図図面面等等のの効効率率化化
： 設計図書の作成において航空写真や代表的な断面図等の活用により測量・設計期間を短縮 など

④一一箇箇所所工工事事のの取取扱扱いい
： 被災した箇所が100ｍを超える箇所であっても統合可能、 被災した箇所間の距離にかかわらず適度な工事発注単位に分割可能

⑤早早期期確確認認型型査査定定
： 申請時（前査定）の積算は不要とすることや災害査定官等による技術的助言を行うことで手戻りのないシームレスな設計を実現す
ることなどにより、「災害査定の申請」及び「災害復旧工事の着手」 の２つをスピードアップし、災害復旧全体の迅速化を図る
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令和 ８年熊本地震における下水道施設の
応急復旧完了のお知らせ

令和 8年 8月14日 水管理・国土保全局下水道事業課
（上下水道審議官グループ）

　令和 ８年 ７月28日（火）に発生した令和 ８年熊本地震により被災した下水道について、応急復旧支
援が必要な ４自治体（八代市、宇土市、宇城市、氷川町）に対して、国土交通省、全国の自治体、
日本下水道事業団、（公社）日本下水道管路管理業協会等より下水道技術者を派遣し、点検・応急復
旧作業を実施しました。応急復旧調査は約282㎞の管路を対象に実施し、さらに、応急復旧が必要
な ８箇所について、 ８月13 日（木）に全て作業を完了しました。

　

　本応急復旧については、（公社）日本下水道協会の
全国の相互支援ルールに基づいて、応急復旧支援が
必要な ４自治体毎（八代市、宇土市、宇城市、氷川
町）に支援自治体を決め、民間等の専門技術者と連
携しながら、その支援を実施しました。

　 ８月 ６日（木）に八代市、宇土市、 ８月13日（木）に
宇城市、氷川町において、点検・応急復旧が全て完
了したところです。
　引き続き、下水道の本復旧に向けた調査を実施し
ます。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000750.html

作業状況地区市町村

完了熊本市北区の一部熊本市

完了旧千丁町、旧鏡町

八代市 完了旧八代市

完了新八代駅周辺地区

完了宇土市街地宇土市

完了旧小川町
宇城市

完了旧松橋町、旧不知火町

完了旧竜北町
氷川町

完了旧宮原町

○８月１３日に、点検・応急復旧作業はすべて完了。
○引き続き、本復旧に向けた調査を実施。
※今後、本復旧に向けた調査で不具合が見つかった箇所については適宜対応

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000750.html
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全国の相互支援ルール（日本下水道協会策定）による
応急復旧対応にあたった自治体

（日最大 ２７班１２３名体制）

応急復旧対応にあたった民間団体等

（山口県）
山口県、宇部市、防府市、
山陽小野田市

（福岡県）
福岡県、北九州市、福岡市、
大牟田市、久留米市、飯塚市、
太宰府市、筑紫野市、築上町、
古賀市、大野城市、朝倉市

（佐賀県）
佐賀市、唐津市、鳥栖市

（長崎県）
諫早市、西海市、佐世保市

全国上下水道コンサルタント協会
日本下水道管路管理業協会
日本下水道事業団

（大分県）
大分県、日田市、津久見市、
宇佐市、佐伯市、大分市
（宮崎県）
宮崎市、延岡市、日南市、
小林市
（鹿児島県）
鹿児島市、薩摩川内市
（熊本県）
熊本市
（沖縄県）
沖縄県、那覇市、うるま市、
宜野湾市、名護市

※東京都・大阪市・横浜市が、現地における技術的支援等を実施

○日本下水道協会の全国の相互支援ルールに基づいて、応急復旧支援が必要な４自治体毎（八代市、宇土市、
宇城市、氷川町）に支援自治体を決め、民間等の専門技術者と連携しながら、応急復旧の支援を実施。

○八代市、宇土市は８月６日に、宇城市、氷川町は８月１３日に完了。
○引き続き、本復旧に向けた調査を実施。

応急復旧作業の実施状況
宇城市３箇所、氷川町５箇所において、下水道管の中に堆積
した土砂の清掃や仮設配管の設置等の応急復旧作業が完了

管路の点検

仮設配管の設置（宇城市）

仮設配管設置後の路面状況（宇城市）

宇城市

氷川町

八代市

宇土市街地
（8/6 完了）

旧小川町
（8/13完了）

旧松橋町
旧不知火町
（8/6 完了）

旧宮原町
（8/11完了）

旧竜北町
（8/13完了）

旧千丁町
旧鏡町

（8/6完了）

旧八代市
（8/6完了）

新八代駅周辺地区
（8/6完了）

宇土市

市町境界

（ ）内は復旧見込み

※※熊本市は８月５日に完了

宇土終末処理場
（市管理）

松橋不知火浄水管理センター
（市管理）

八代北部浄化センター
（県管理）

八代市水処理センター
（市管理）
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令和 ８年熊本地震における
水道の応急復旧完了のお知らせ

令和 8年 8月28日 水管理・国土保全局水道事業課
（上下水道審議官グループ）

　令和 ８年 ７月28日（火）に発生した令和 ８年熊本地震により被災した水道本管について、 ８月28日
（金）にすべての応急復旧が完了しました。

　

　令和 ８年熊本地震による水道本管の被災に伴い最
大約10万 ８ 千戸の断水が発生しましたが、 ８月28日
にすべての水道本管の応急復旧が完了しました。
　日本水道協会の協力を得ながら、 １日最大78班約

270人体制で全国の水道事業者及び工事業者を派遣
し、地上への仮設配管も活用しながら、被災した水
道本管の応急復旧を支援しました。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000761.html

⚫ ７月28日に発生した令和８年熊本地震による水道本管の被災に伴い最大約10万８千戸の断水
（４県14自治体）が発生したが、８月28日にすべての水道本管の応急復旧が完了。

⚫ １日も早い復旧を目指し、日本水道協会の協力を得ながら、１日最大78班約270人体制で全
国の水道事業者及び工事業者を派遣し、地上への仮設配管も活用しながら、被災した水道本
管の応急復旧を支援。

令和８年熊本地震における水道の応急復旧について

福岡県柳川市（7戸）、佐賀県太良町（41戸）、長崎県南島原市（約439戸）、

熊本県熊本市（約20,970戸）、熊本県八代市（約25,269戸）、熊本県人吉市（約15,000戸）、熊本県宇土市（約12,200戸）、

熊本県上天草市（約7,670戸）、熊本県宇城市（約18,000戸）、熊本県天草市（約1,100戸）、熊本県御船町（約2,600戸）、

熊本県甲佐町（約500戸）、熊本県氷川町（約3,231戸）、熊本県芦北町（約1,000戸）

<復旧済＞（最大断水戸数）

※今後、本復旧に向けた調査等で異常が見つかった場合は適宜対応

現場調査 水道管の被害 復旧工事地上への仮設配管

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000761.html
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https://www.qsr.mlit.go.jp/content/000002541.pdf

九州地方整備局から
TEC-FORCE予備隊員を派遣します
〜令和 8年熊本地震に対する被災地支援へ〜

令和 8年 7月29日 九州地方整備局

　九州地方整備局は、令和 ８年 ７ 月２８日に発生した令和 ８年熊本地震に係る被災地支援のため、
TEC-FORCE予備隊員を被災地に派遣します。
　また、派遣に際し、以下のとおり「TEC-FORCE予備隊員出発式」を行います。

　

○日　時：令和 ８年 ７月３０日（木）　 ９時１５分から
○場　所：九州地方整備局 ８階災害対策室
○参加者：九州地方整備局 統括防災官
　　　　　　阿部　成二 ほか
　　　　　TEC-FORCE予備隊員
○派遣先：熊本県庁

※「TEC-FORCE予備隊員」とは、災害対応に係る
専門的な知識・経験を有し、非常勤職員の国家公
務員として災害時にTEC-FORCE の一員となり
被災地等で活動する候補者の方々です。

九州地方整備局Xより

https://www.qsr.mlit.go.jp/content/000002541.pdf
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https://www.mlit.go.jp/report/press/port06_hh_000346.html

≪三角港≫港湾の広域ネットワークを活用した
被災地への入浴支援を開始

～令和 ８年熊本地震における対応【白山】～

令和 8年 8月 ２日 
港湾局 海洋・環境課、海岸・防災課

　令和 ８年熊本地震の被災者を支援するため、国土交通省北陸地方整備局では、三角港において大
型浚渫兼油回収船【白山】から入浴支援を開始します。

　

１ ．本日（ ８月 ２日）の予定
◯大型浚渫兼油回収船「白山」により、三角港内の
際崎地区Ｂ岸壁にて入浴支援（男女入替制）を開
始します。
　場　所：三角港内　宇城市三角町三角浦1160-7
　　　　　 １号・ ４号上屋近く　Ｂ岸壁（9.0ｍ）
　日　時：令和 ８年 ８月 ２日（日）
　　　　　　１８：００～２２：００（予定）
　　　　　利用時間　女性　１８：００～２０：００
　　　　　　　　　　男性　２０：００～２２：００

注意事項
・船内は狭い箇所、段差が多く存在するため、介助
が必要な方、お子様単独での利用は困難な状況で
す。
・水切れや悪天候等により、支援活動を中断・中止
する場合があります。
・備えつけられているシャンプー、リンス及びボデ
ィーソープをご利用いただけます。
※　今後の予定は【国土交通省港湾局公式Ｘ】およ
び【国土交通省九州地方整備局港湾空港部公式
Ｘ】をご確認ください。

※　国土交通省港湾局、海上保安庁による船舶を活
用した給水支援、入浴支援の情報を【国土交通
省港湾局公式Ｘ】により発信しています。

＜入浴支援場所＞ ＜入浴場所詳細＞

国土地理院地図より

＜入浴場所＞
三角港内際崎地区Ｂ岸壁

三角駅
入浴場所

駐車スペース

https://www.mlit.go.jp/report/press/port06_hh_000346.html
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https://www.mlit.go.jp/report/press/port06_hh_000348.html

八代港での清龍丸による入浴支援を開始
～令和 ８年熊本地震における港湾の

広域ネットワークを活用した被災地への対応～

令和 8年 8月 3日 
港湾局 海洋・環境課、海岸・防災課

　令和 ８年熊本地震の被災者を支援するため、国土交通省中部地方整備局では、八代港において大
型浚渫兼油回収船【清龍丸】から入浴支援を開始します。

　

１ ．本日（ ８月 3日）の予定
◯大型浚渫兼油回収船「清龍丸」により、八代港内の
外港地区１４．０ｍ岸壁にて、入浴支援を開始します。
　集合場所：桜十字ホールやつしろ
　　　　　　（入浴場所は八代港停泊の清龍丸船内）
　日　　時：令和 ８年 ８月 3日（月）　１７：１５～
　　　　　　シャトルバス　１７：１５発
　　　　　　　　　　　　　以降３０分間隔で運行
　　　　　　　　　　最終　１９：４５発
注意事項
・船内は狭い箇所、段差が多く存在するため、介助
が必要な方、お子様単独での利用は困難な状況で
す。
・多くの方にご入浴いただけるよう、入浴時間にご
配慮をお願いいたします。なお、混雑する場合は

一人当たりの入浴時間30分を目安にご利用くださ
い。また、状況によってはお待ちいただく場合が
ございます。
・タオルをご用意できる方はご持参ください。無い
場合は １枚配布いたします。
・備えつけられているリンスインシャンプー及びボ
ディーソープをご利用いただけます。
・水切れや悪天候等により、支援活動を中断・中止
する場合があります。
※　今後の予定は【国土交通省港湾局公式Ｘ】およ
び【国土交通省九州地方整備局港湾空港部公式
Ｘ】をご確認ください。

※　国土交通省港湾局、海上保安庁による船舶を活
用した給水支援、入浴支援の情報を【国土交通
省港湾局公式Ｘ】により発信しています。

＜入浴場所詳細＞

※専用シャトルバスの運行にて入退場を行います
（入浴場所へは一般車は入場できません）
（約20分ほどですので、車酔い等が心配な方はご注意ください）

国土地理院地図より

○専用シャトルバス
発車時刻17:15 第１便

19:45 最終便
※約３０分間隔でバスを
　運行します。

集合場所
八代市新町4-5-20
桜十字ホールやつしろ
※乗降場所の詳細は、現地
　の案内に従ってください。

八代市役所

集合場所

https://www.mlit.go.jp/report/press/port06_hh_000348.html
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https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_002134.html

国道16号村田町アンダーパス冠水事案を踏まえた
緊急点検結果及び今後の取組について

令和 8年 8月21日 道路局 国道・技術課

　令和 8年 8月13日に国道16号千葉市中央区村田町のアンダーパスで発生した、非常用電源設備の
不作動が原因と考えられる冠水事案を踏まえ、停電時に非常用電源設備及び排水設備が自動的に起
動する状態となっているかについて緊急点検を実施しましたので、その結果を公表します。

　

  １ ．緊急点検結果 
○ 8月14日より、全国の直轄国道におけるアンダー
パスなど冠水のおそれのある箇所（102箇所）で、
排水設備等の緊急点検を実施しました。
○本日、全箇所の点検が完了し、 3箇所に異常があ
ることを確認、うち 2箇所については補修が完了
しています。
○異常が確認された箇所のうち、補修が完了してい
ない 1箇所については、補修が完了するまでの間、
事前通行規制の実施や、停電時に直ちに手動切換
可能な体制を構築する等の対応を図ってまいりま
す。

  2 ．今後の取組 
⑴　追加の調査・点検の実施
○関東地方整備局が本日公表した「国道16号村田町
アンダーパス冠水に関わる排水設備等調査【中間
報告】」において、当該箇所の排水ポンプ設備は、
現在の一般的な設備とは異なる特徴を有している

こと等が有識者により確認されたところです。こ
れを踏まえ、本日より、全国の直轄国道において、
類似の構造を有する排水ポンプ設備の有無につい
て調査を行います。
また、村田町アンダーパスにおいては、引き続き
原因調査が進められているところであり、今後の
調査結果も踏まえ、必要に応じて追加の点検や必
要な措置を速やかに講じてまいります。

⑵　対策の強化について
○中間報告における有識者の意見等を踏まえ、予防
的な事前通行規制の導入や通行規制基準の強化、
冠水時の進入防止対策の強化等について、警察等
の関係機関と連携し、速やかに検討を進めてまい
ります。
○今後、ガイドラインを策定するとともに、速やか
に適用可能な対策については、ガイドラインの策
定を待つことなく、先行して実施してまいります。

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_002134.html
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点検結果
（異常の有無）

点検実施完了数点検対象箇所数地方整備局等

異常無し44北海道

異常無し66東北

異常無し4848関東

異常無し33北陸

1箇所 異常有り1010中部

1箇所 異常有り
（補修済み）

1010近畿

異常無し44中国

異常無し99四国

異常無し77九州

1箇所 異常有り
（補修済み）

11沖縄

102102合計

緊 急 点 検 結 果

※1 村田町アンダーパスを除く
※2 6月に異常を確認済み

※1

※2

冠水時の進入防止対策の例

○遮断機
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https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002018575.pdf

いのちとくらしをまもる 防災減災 令和８年梅雨前線豪雨関連

令和 ８年梅雨前線による大雨で被災した
河川・道路等の迅速な復旧を支援

〜設計図書の簡素化や書面査定の上限額引上げにより、災害査定を効率化します〜

令和 8年 8月27日 水管理・国土保全局防災課

　令和 ８年梅雨前線による大雨により、多くの河川や道路等が被災したことから、本災害からの早
期復旧を図るため、災害復旧事業の災害査定において、設計図書の簡素化や、現地での査定作業を
省略し書面により査定（机上査定）を行う対象を拡大する災害査定の効率化を適用することとし、
地方公共団体に通知しましたので、お知らせします。
　これにより、被災自治体における災害復旧事業の災害査定の事務手続きの迅速化が図られること
が期待されます。

　

＜対象区域＞
　栃木県、群馬県、新潟県、熊本県

＜災害査定の効率化※＞
○設計図書の簡素化により早期の災害査定を実施
・既存の地図や航空写真等を活用することで、災
害査定の準備のための現地測量や設計図面の作
成にかかる作業等を縮減し、災害査定の早期実
施を図ります。

○書面による査定上限額の引上げ（机上査定の拡大）
により査定に要する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の実施により、現場間の移動時
間や現場対応人員を縮減することで、査定の効
率的な運用と自治体等の負担軽減を図ります。

・書面による査定の上限額を通常の1,000万円未
満から引き上げます。

　　　栃木県：2,900万円以下
　　　群馬県：5,000万円以下
　　　新潟県：3,000万円以下
　　　熊本県：1,200万円以下

※災害査定の効率化は「大規模災害時における公共
土木施設災害復旧事業査定方針（Ｈ29.2.1）」等
に基づき、対象となる災害による被災箇所数が過
去 ５箇年の平均被災箇所数（激甚災害によるもの
を除く）を超える等、一定の要件を満たした都道
府県・政令指定都市において適用するものです。

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002018575.pdf
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　国土交通省は、新たに ２箇所の河川防災ステーション及びMIZBEステーション整備計画を決定
し、これにより河川防災ステーション及びMIZBE ステーションの登録数は全国で156箇所となり
ました。
　今回登録された河川防災ステーション及びMIZBEステーションについては、整備に向けた詳細
な設計等に着手します。

　

いのちとくらしをまもる 防災減災

新たな『地域の防災拠点整備』が始動
～ ２箇所で「河川防災ステーション」及び

「MIZBEステーション」計画を新規に登録～

令和 8年 8月 ７日 水管理・国土保全局治水課

○今回、新たに以下 ２箇所の河川防災ステーション
及びMIZBE ステーション整備計画を決定しまし
た。
・秋田県北
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　　　「鷹
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地区河川防災ステーション」
・京都府久
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世
せ

郡
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久
く

御
み

山
やま

町
ちょう

　宇
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治
じ

川
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　　　「久
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山
やま

MIZBE ステーション」

○具体的には、以下の整備内容を予定しています。
・災害時の緊急復旧活動を行う上で必要な緊急用
資材の備蓄（国土交通省）

・駐車場、ヘリポート等の整備（国土交通省）
・水防センターの設置（各自治体）

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000281.html

※「河川防災ステーション」は、洪水時等の緊急対
応を迅速に行うため、市町村等と河川管理者が連
携し、コンクリートブロック等の資材の備蓄や水
防団の安全な待機場所などを集約して整備するも
のです。平常時には地域の人々の交流や憩いの場
として活用される施設です。

※「MIZBE ステーション」は、河川防災ステーシ
ョンの機能に加え、この上面などを活用した平常
時における市町村等の取り組みにより、水辺空間
を活かした地域活性化や賑わいの創出が期待され
る施設です。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000281.html
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河川防災ステーション 位置図

：登録済み（国管理）
：登録済み（都道府県管理）
：今回登録箇所

【凡例】

計計今今回回登登録録
箇箇所所

登登録録済済みみ
箇箇所所

117箇所2箇所115箇所国管理河川

39箇所0箇所39箇所都道府県管理河川

156箇所2箇所154箇所合計

久御山MIZBEステーション
・淀川水系宇治川（国管理河川）
・京都府久世郡久御山町

鷹巣地区河川防災ステーション
・米代川水系米代川（国管理河川）
・秋田県北秋田市
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「「鷹鷹巣巣地地区区河河川川防防災災スステテーーシショョンン」」（（秋秋田田県県北北秋秋田田市市））
た か の す

１．概要
鷹巣地区河川防災ステーションは、北秋田市が整備する水防センターと

一体となり、災害時の水防活動や緊急復旧活動の拠点となる施設です。
平常時は、防災ステーションの敷地でレクリエーションなど地域交流の場と

して開放し、イベント時の活用、防災訓練、防災教育の場としての活用など、
平常時の利活用を促進することで、地域の賑わいづくり、防災への意識向上
を図ります。

き た あ き た し

対象河川 ： 一級河川 米代川水系米代川【国管理河川】

市町村名 ： 秋田県北秋田市

よねしろがわ

き た あ き た し

よねしろがわ

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

２．整備内容
•国土交通省 ： 盛土造成、緊急復旧用資材（土砂等）の備蓄、ヘリポート等

•北秋田市 ： 水防センター整備、上面利用整備

北北秋秋田田市市

備蓄資材置場水防センター

ヘリポート

車両格納庫

一次避難スペース水防活動スペース

鷹鷹巣巣地地区区
河河川川防防災災スステテーーシショョンン

商業施設

北北秋秋田田市市

位置図

鷹巣地区河川防災ステーション 整備イメージ

鷹巣地区河川防災ステーション計画平面図

平常時利活用スペース
・3×3バスケットボール
・イベント開催など

水防センター
・水防活動時の待機場所
・防災パネル展示など

米代川
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１．概要

久御山MIZBEステーションは、久御山町が整備する水防センターと

一体となり、淀川河川事務所管内における災害時の水防活動や緊急復旧
活動の拠点となる中核施設です。

平常時は、施設上面での芝生利用やフードトラック出店など賑わい創出
のための多目的ゾーンとして活用します。新設する水防センターでは、防
災や河川に係る普及・教育やカフェ等飲食エリアとして活用します。また、
久御山町かわまちづくり計画で進める水辺の利活用との連携を図り、地域
活性化を促進していきます。

２．整備内容

国土交通省 ： 盛土造成、緊急復旧用資材（土砂等）の備蓄、ヘリポート等

久御山町 ： 水防センター整備、上面利用整備

「「久久御御山山MMIIZZBBEEスステテーーシショョンン」」（（京京都都府府久久御御山山町町））
く み やま

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

対象河川 ： 一級河川 淀川水系宇治川【国管理河川】

市町村名 ： 京都府久世郡久御山町

よどがわ う じ がわ

く せ く み やまちょう

水水辺辺アアククテティィビビテティィ屋屋根根付付きき広広場場 防防災災学学習習

久御山MIZBEステーション 整備イメージ

平常時利活用のイメージ

アアーーババンンススポポーーツツゾゾーーンン

芝芝生生広広場場

多多目目的的広広場場 駐駐車車場場

駐駐車車場場 水水防防セセンンタターー
屋屋根根付付きき広広場場

多多目目的的ススペペーースス緊緊急急用用備備蓄蓄資資材材MIZBEスステテーーシショョンン

宇宇治治川川 ＜凡例＞
MIZBEステーションで整備
かわまちづくりで整備
※赤字は国整備

管管理理用用通通路路階階段段

高高水水敷敷整整正正

ヘヘリリポポーートト

久御山町

位置図

く み やま ちょう
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｢河川防災ステーション｣は、水防活動を行う上で必要な土砂などの緊急用資材を事前に備蓄し

ておくほか、資材の搬出入やヘリコプターの離着陸などに必要な作業面積を確保するものです。

洪水時には市町村が行う水防活動を支援し、災害が発生した場合には緊急復旧などを迅速に行う

基地となるとともに、平常時には地域の人々の交流や憩いの場として活用される施設です。国土

交通省では、今後も地方自治体と連携を図り計画的かつ積極的に整備していきます。

《《  「「河河川川防防災災スステテーーシショョンン」」のの設設置置位位置置  》》

設置位置は、次のようなことを考慮して決めます。

① 水防センターなどの関連施設と河川防災ステーションとの役割分担

② 重要水防箇所の状況

③ 過去に大きな被害を受け、水防活動や緊急復旧の実績のある区間及びその状況

④ 想定される水防活動及び緊急復旧活動に関わる輸送路の状況

⑤ 水防災意識の向上が期待できるよう、平常時にも一般の利用が活発に行われ、河川事業の展示

活動、研修などが展開できる地域

《《  新新規規にに整整備備をを要要望望すするる市市町町村村はは、、最最寄寄りりのの河河川川事事務務所所等等にに相相談談をを  》》

｢河川防災ステーション｣を整備する際は、洪水時の水防活動及び緊急復旧活動の拠点として整

備されるものであり、設置位置、規模、事業効果、その他必要事項を記入した整備計画を作成

し、水管理・国土保全局長に登録申請する必要があります。

 「河川防災ステーション」は、河川管理者と水防管理者が一体となって整備する施設ですの

で、市町村等と調整が図られた計画が設置要望の必須条件となります。新規要望を検討されてい

る市町村につきましては、河川管理者（国管理河川については国土交通省河川事務所等、都道府

県管理河川については都道府県土木事務所等）にご相談ください。

河川防災ステーション
～地域で守るふれあいのスペース～

【平常時】 

【災害時】 

平平常常時時利利活活用用をを促促進進すするるここととでで、、地地域域のの賑賑わわいい

づづくくりり及及びび防防災災にに対対すするる理理解解浸浸透透等等をを推推進進

市町村 河川管理者 水管理・国土保全局長

河川防災ステーション実施手順

河川防災ステーション整備計画の検討

水防センター

整備計画の検討

水防災意識向上の検討

平常時利活用の検討

水防センター

整備計画の作成

河川防災ステーション整備計画の作成

登録予定河川の

事前ヒアリング

河川防災ステーションの

登録審査

河川防災ステーションの

登録承認

河川防災ステーションの整備

災害時の利用：

水防活動、緊急復旧活動等

平常時の利用：

水防災意識の向上、文化活動、交流や憩いの場等

調整

調整

登録申請

登録承認
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MIZBEステーションとは

≪≪MIZBEスステテーーシショョンンののポポイインントト≫≫
①滞在のしやすさ
・駐車場やトイレ、テーブル、ベンチ等の休憩施設などの施設が充実

②地域連携

・地域活性化、賑わいの創出に寄与するレクリエーション施設、地域振興施設、文化・教養施設、
民間施設などが水防センターに併設または隣接

③アクセスのしやすさ
・幹線道路に面するなどアクセスしやすい立地環境

広い駐車場

MIZBEスステテーーシショョンンのの整整備備イイメメーージジ

河河川川 →

駐駐車車場場
（（国国））

幹幹
線線
道道
路路

基基盤盤整整備備基基盤盤整整備備

整整備備のの役役割割分分担担
黒黒：：国国
青青：：市市町町村村

駐車場・トイレ・地域振興施設を備えたMIZBEステーション

従来型の河川防災ステーション

資資機機材材のの備備蓄蓄・・
復復旧旧活活動動等等ののススペペーースス
※※平平常常時時はは自自治治体体がが占占用用ししてて活活用用

水水防防
セセンンタターー・・
トトイイレレ

地地域域
振振興興
施施設設

道道のの駅駅

駐車場

MIZBEステーションを拠点とした自然体験活動例
レレククリリエエーーシショョンン

エエリリアア

MIZBEステーションを拠点とした各種イベント実施例

国道

国道

水防多目的センター

水防センター（武道交流館） 民間商業施設と隣接

商商業業施施設設

MMIIZZBBEE
スステテーーシショョンン

水水防防セセンンタターー（（武武道道交交流流館館））

水水防防セセンンタターー
（（道道のの駅駅内内））

道道のの駅駅

運動・教室スペース（エクササイズ）

県道

県道

防災啓発コーナー

◆河川防災ステーションは、災害時に緊急復旧活動や水防活動を迅速に行うための拠点となる施設です。
◆河川防災ステーションの上面などを活用した平時における市町村等の取り組みにより、地域活性化や賑わい
の創出が期待される河川防災ステーションを「MIZBEステーション」として登録します。

◆災害時と平時両面の機能を併せ持つMIZBEステーションは、水防関係者や住民などあらゆる関係者に活
用されることで「流域治水」推進の起点となり、また地域の賑わいの核として地域活性化を推進します。
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35-703

髙　橋

35-721

渡　辺

35-722

服　部

35-702

青　野

35-701

星　野

35-726

井上（剛）

35-739

児玉（光）

35-724

横　山

35-718

一　戸 菊　谷

35-717 35-716

井上（幸）

35-723

児玉（和）

35-727

伊　藤

35-719

水　戸

35-715

阿　部 田　中

35-746 35-731

石　井

　 　

　 　

吉　澤 萩　野

35-736 35-747

災害対策室

地震防災係 打合せスペース

防 災 課 配 席 図

35-835

持　田

35-823

梶　原

35-833

平　野

35-824

35-762

竹　村

35-811

松　井

中　原

35-801

會　津

35-738

課長補佐

岡　沼 松　沢

35-825 35-834

川原林

35-772

総務係長

髙　岡

35-733

福　田 福　谷

35-836 35-729

田　代

小　林

35-712

岩　本

災害調整係長

中　田

35-737

非常勤

丹　野

35-843

災害第一係員

井上（紗）

35-748

総務係員

池　田

35-734

35-725 35-75235-713

牧之内岩　井須　藤

35-822

宮　本

災害第一係長

浦　川

35-743

予算係長

前　原

35-735

予算係長

加　藤

35-735

吉　津 松　元

　

35-802

　

災害第二係長

中　山

35-744

米　田

35-832

今回異動者：R8.8.7 現在 （前回掲載はR8.8.1）

（近畿・北陸・中部）

（中部・東北・関東） （四国・東北・九州・沖縄） （九州・沖縄・北陸・中国）

（中国・北海道・四国） （北陸・関東・近畿） （関東・中国・九州・沖縄）

（北海道・東北・中部）

　

C

B

A

ふく 　 たに

あい 　　づ

すみ

よし 　　づ



令 和  8  年  9  月  1  日 防 災 （27）第 927 号

協会だより

災害復旧技術専門家登録証伝達式

　災害復旧技術専門家は国や都道府県を退職された
方々で、国土交通本省防災課の災害査定官や国、都
道府県等の防災担当の本庁課長級もしくは土木事務
所長等の経歴を有し、災害復旧業務に長年携わり制
度を熟知し災害復旧事業に関する高度な技術的知見
を有する経験豊富な技術者です。災害復旧技術専門
家に登録するには、ご本人からの申請と在職してい

た都道府県等の災害担当部局、国の場合は災害復旧
技術専門家担当ブロックからの推薦に基づき審査し
認定登録しています。登録証等は推薦機関よりご本
人に伝達していただいており、令和 8年 6月 8日付
で登録となった山形県OBの方 ２名の伝達式の様子
をご紹介いたします。

山　形　県

◯令和 8年 7日 3日
　砂防・災害対策課長鈴木剛様から菊地昭雄氏（㈱
エイト日本技術開発　山形営業所　理事）、佐藤亨

氏（（公財）山形県建設技術センター専務理事）に登
録証を伝達していただきました。

鈴木課長から菊地氏に伝達 鈴木課長から佐藤氏に伝達



（28） 第 927 号 防 災 令 和  8  年  9  月  1  日

箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

北 海 道  000,701 4 000,701 4

)000,000,1()1()000,000,1()1(

]000,05[]1[]000,05[]1[

青 森  000,387,1 51 000,050,1 2 000,337 31

)000,02()2()000,02()2(

岩 手  273,134,2 37 273,134,2 37

]002,352[]1[]002,352[]1[

宮 城  061,574,3 301 002,352 1 069,122,3 201

]000,52[]1[]000,52[]1[

秋 田  000,799,1 93 000,799,1 93

]000,5[]1[]000,5[]1[

山 形  006,651,4 27 000,004 1 006,657,3 17

福 島  000,955 11 000,955 11

)000,51()1()000,51()1(

栃 木  001,984,2 86 001,984,2 86

)000,8()1()000,8()1(

]796,8[]1[]796,8[]1[

群 馬  211,583,2 73 211,583,2 73

埼 玉  000,04 1 000,04 1

>000,001<>1<>000,001<>1<

)002,202()01()002,202()01(

]054,621,3[]99[]054,621,3[]99[

千 葉  644,632,51 333 000,971 6 006,149,2 77 648,511,21 052

神 奈 川  000,03 1 000,03 1

]000,4[]1[]000,4[]1[

新 潟  009,341,5 801 000,582 6 000,051 1 009,827,3 69 000,089 5

富 山  002,180,1 8 000,001 1 002,189 7

石 川  000,901 3 000,901 3

福 井  000,8 1 000,8 1

山 梨  000,051 1 000,051 1

]000,61[]1[]000,61[]1[

長 野  000,704,2 91 000,171 7 000,632,2 21

)826,911()2()826,911()2(

岐 阜  392,962,1 82 392,962,1 82

>000,54<>1<>000,54<>1<

静 岡  000,070,1 02 000,04 1 000,024 8 000,572 3 000,53 4 000,003 4

(2) (30,727) (2) (30,727)

愛 知 2 30,727 2 30,727 

>000,001<>1<>000,001<>1<

)000,53()1()000,53()1(

三 重  007,414,3 701 007,151,3 98 000,02 1 000,342 71

滋 賀  000,023 3 000,023 3

<1> <5,000> <1> <5,000>

)000,05()3()000,05()3(

京 都  534,671,1 05 000,5 1 534,171,1 94

]000,5[]1[]000,5[]1[

大 阪  327,346 21 000,581 2 327,854 01

兵 庫  000,511 3 000,511 3

]000,5[]1[]000,5[]1[

奈 良  000,818,1 52 000,07 2 000,351,1 81 000,554 3 000,041 2

和 歌 山  005,812,1 13 000,604 11 000,565 51 005,742 5

鳥 取  000,393 2 000,3 1 000,093 1

島 根  000,536 31 000,012 4 000,524 9

岡 山  831,085 63 831,475 53 000,6 1

)000,91()1()000,91()1(

]005,4[]1[]005,4[]1[

広 島  000,354,3 871 005,43 5 005,814,3 371

山 口  000,777,1 66 000,757,1 56 000,02 1

>000,51<>1<>000,51<>1<

]000,21[]1[]000,21[]1[

徳 島  005,630,2 26 005,295,1 44 000,923 51 000,511 3

>000,13<>3<>000,13<>3<

)000,8()1()000,8()1(

香 川  002,582 32 000,602 71 002,97 6

愛 媛  008,842,1 05 008,821 8 000,021,1 24

>000,13<>3<>000,13<>3<

高 知  001,610,5 271 004,626,2 621 000,962 7 000,000,1 1 007,021,1 83

福 岡  480,113,2 76 004,02 1 000,002 1 486,090,2 56

]000,14[]1[]000,14[]1[

佐 賀  000,900,1 08 000,869 97 000,14 1

長 崎  001,061,1 94 001,019 84 000,052 1

>000,711,82<>161<>000,711,82<>161<

)003,263,4()23()003,263,4()23(

]582,730,53[]117[]582,730,53[]117[

熊 本  721,947,651 854,2 303,147,3 642 839,999,151 831,2 688,700,1 47

大 分  520,337,5 971 000,744 01 520,112,5 761 000,51 1 000,06 1

宮 崎  000,264,2 78 000,950,1 74 000,690,1 82 000,021 4 000,05 1 000,731 7

>000,004<>2<>000,004<>2<

鹿 児 島  059,733,21 502 001,396 9 003,576,3 951 000,39 2 002,125,6 2 053,553,1 33

沖 縄  000,042 5 000,042 5

)000,044()21()000,044()21(

]000,480,2[]92[]000,480,2[]92[

千 葉  000,433,8 501 000,433,8 501

静 岡  000,002 1 000,002 1

京 都  000,073 7 000,073 7

]000,000,03[]1[]000,000,03[]1[

大 阪  000,000,03 1 000,000,03 1

岡 山  958,93 1 958,93 1

広 島  000,02 1 000,02 1

北 九 州  000,031 2 000,031 2

)007,981()01()007,981()01(

]047,707,3[]33[]047,707,3[]33[

熊 本  049,092,4 45 049,092,4 45

>000,448,82<>471<>000,5<>1<>000,226<>11<>000,711,82<>161<>000,001<>1<

)555,994,6()97()727,03()2()000,53()1()000,85()4()000,255,5()34()828,328()92(

]278,483,47[]588[]000,71[]2[]000,52[]1[]522,980,93[]747[]000,5[]1[]746,842,53[]431[

5 980,000 1,349 87,295,726 13 9,416,200 6 285,000 2,214 158,151,478 1,105 28,004,101 386 11,268,859 4 75,727 5,082 295,477,091 

直 轄 計  917,82 1 917,82 1

合 計 5 980,000 1,349 87,295,726 13 9,416,200 6 285,000 2,215 158,180,197 1,105 28,004,101 386 11,268,859 4 75,727 5,083 295,505,810 

※上段（   ）内書は、公園分、［　　］内書は、水道・下水道分、<　　>内書は、港湾･港湾に係る海岸分である。 注意書き

補助計

合 計冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 ８年　発生主要異常気象別被害報告 令和 8年 8月31日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/river/higaihoukoku.html

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/river/higaihoukoku.html
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